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前回では、状況シナリオ付与型図上訓練、特に図上シミュレーション訓練についてその概要を

紹介しました。それを受けて今回からは、市町村において図上シミュレーション訓練を簡単に行

う方法を述べていこうと思います。 

 

 

1.図上シミュレーション訓練を簡単に実施するためのポイント 

 

図上シミュレーション訓練に限らずどのような図上訓練にも、「準備」、「実施」、「評価・検証」

の過程があります。私どもの実施した調査からは、図上シミュレーション訓練を簡単に行うため

には、それぞれの過程で次の点に留意する必要があることがわかっています。 

①訓練の「準備」に時間をかけない 

ア.訓練内容をシンプルにする 

イ.訓練規模を大きくしない 

ウ.訓練に用いる小道具は最小限とする 

エ.「状況付与シナリオ」の作成に時間をかけない 

オ.訓練進行表の作成に時間をかけない 

②誰もが容易に訓練を「実施」できる工夫をする 

③誰もが容易に訓練の「評価・検証」を行える工夫をする 

これらについて今回以降、解説していきます。 

 

 

2.訓練の「準備」に時間をかけない 

(1)訓練内容をシンプルにする 

①基本要素のみで図上シミュレ・一ション訓練を行う 

図上シミュレーション訓練を簡単に行うための最も重要な原則は、「(前回示した) 状況付

与票、対応記録票、災害対応伝達票のみで行える訓練に徹すること」といえます。これら以

外の要素を付け加えて行うのは図上シミュレーション訓練に十分習熟してからが良いでし

ょう。なお、(3)も参照してください。 

地域防災実戦ノウハウ(42) 

Blog 防災・危機管理トレーニング 

日 野 宗 門 主 宰

連 載 

講 座 
―実践的な防災訓練を目指して 

             (その 19)― 
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②実働訓練と一緒に行わない、取材を意識した訓練としない 

テレビや新聞などの取材を意識して図上シミュレーション訓練の途中に災害対策本部員

会議の運営、プレス発表、テレビ会議といった実働訓練を挿入しているケースを見かけるこ

とがあります。関係者が図上シミュレーション訓練に慣れていない場合、これらの実働訓練

はしばしば訓練の流れを乱すだけでなく、訓練準備に余計な手間がかかることになります。

そのため、図上シミュレーション訓練を簡単に行いたいのであれば、関係者に十分な能力

的・時間的余裕がある場合を除き図上シミュレーション訓練と実働訓練とを一緒に行うの

は避けるべきです。 

③事前の訓練説明会を簡単にする 

図上シミュレーション訓練について知らない関係者も多いため、事前説明が必要になるこ

とがあります。しかし、訓練準備に時間をかけないという原則からすると事前説明は極力簡

単にしたいところです。上述の①、②、後述の(2)、(3)の方針に基づいた訓練であれば簡単

な説明文書で足り、説明時間も短時間で済む(場合によっては省略できる)ものと思われま

す。 

(2)訓練規模を大きくしない 

本来、図上訓練は実働訓練と異なり簡単に実施できることが特長の一つです。しかし、参加

機関の多い大規模なものになるとその連絡、調整、説明等の準備に追われてしまい、この特

長が生かせなくなってしまいます。大規模な図上訓練が可能な図上シミュレーション訓練で

はややもするとこの傾向に陥ってしまいます。「準備」に時間をかけないためには、「訓練規

模をいたずらに大きくしない」⇒「訓練参加機関の数を絞る」ということも大切なことです。

ここで欲張ってしまうと、訓練準備で疲労困ぱいしてしまいます。 

(3)訓練に用いる小道具は最小限とする 

機器の機能点検も兼ね、FAX、電話、無線などを状況付与手段又は連絡手段に用いて図上シ

ミュレーション訓練を行うことがあります。臨場感がありおもしろいものですが、その反面

会場設営などの準備が大変になることがあります。図上シミュレーション訓練を簡単に行う

ためには余り多くの小道具類を用いないということもポイントの一つです。図上シミュレー

ション訓練は、コピー機、ホワイトボード、模造紙、サインペン程度があれば実施できます。

それ以外のものは余裕があれば準備するくらいの心づもりが良いでしょう。 

 

(4)「状況付与シナリオ」の作成に時間をかけない 

大規模災害の経験のある市町村ならばともかく、そのような経験のない市町村の場合、状況

付与型の図上訓練に用いる「状況付与シナリオ」の作成に苦慮するといった声を良く聞きま

す。これが図上シミュレーション訓練を行う場合の一番のネックであると言う市町村もある

くらいです。 

この解決策としては、大きくは次の二つが考えられます。 
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①他市町村等で使用した状況付与シナリオを借用する方法 

皆さんのところの都道府県に問合せ、図上シミュレーション訓練を実施したことのある都

道府県や市町村を紹介していただき、それらの自治体から関係資料を入手するというのが一

番手っ取り早いと思います。ただし、自分の市町村の地域特性に合わせた修正は必要です。 

また、現在総務省消防庁では、地震防災訓練(図上型訓練)実施要領作成研究会を設け、図上

シミュレーション訓練を含む図上訓練の実施要領を作成中です。その実施要領において状況

付与シナリオの例が示される予定ですので、ぜひ参考にしていただければと思います。 

②災害関係資料を参考に自ら状況付与シナリオを作成する方法 

①で入手した資料で十分でない場合には、自分たちで状況付与シナリオを作る必要があり

ます。この場合以下のような方法が考えられます。 

ア.実際の災害事例を参考に作成する方法 

例えば、平成 16 年(2004 年)新潟県中越地震時の被災地市町村の資料を当該市町村のホ

ームページや新聞などから収集し、当該市町村の災害発生状況、ライフラインの機能状況、

災害対応状況、被害判明状況などを時系列で整理します。この資料ができれば、自分の市

町村の地域特性と照合しながら状況付与シナリオを作っていくことは簡単なはずです。 

これは最もおすすめの方法ですが、資料の収集に時間がかかるのが難点です。しかし、

現在はいろいろな資料がインターネット上にあります。消防庁の阪神・淡路大震災関連情

報データベース(http://sinsai.fdma.go.jp/)、内閣府の阪神・淡路大震災教訓情報資料

集 (http://www.hanshin-awaji.or.jp/kyoukun/) 、 神 戸 大 学 図 書 館 の 震 災 文 庫

(http://www.lib.kobe-u.acjp/eqb/)などは状況付与シナリオを作成する場合大いに参考

になると思われます。 

なお、これら以外にも被災自治体から災害記録集や災害誌が刊行されています。 

これらの資料を意識的に収集・整理しておくと、状況付与シナリオの作成だけでなく防

災対策を考える上でも貴重な資料として役立ちます。防災担当者が状況付与シナリオの作

成が大変だと言われる場合、このような資料が収集・整理されていないことも大きな理由

と考えられます。 

イ.被害想定データに基づき状況付与シナリオを作成する方法 

状況付与シナリオの作成に際しては、地元の都道府県で出されている被害想定データを

活用することもおすすめです。特に、「シナリオ型被害想定」といって時系列で災害事象

や災害対応活動の進展状況をシナリオ的に描いた被害想定を行っている場合はそれを積

極的に活用することを考えましょう。 

ウ.気象庁の震度階級関連解説表などを参考にする方法 

地震災害を想定した図上シミュレーション訓練を行うのであれば「気象庁の震度階級関

連解説表」(次頁の表 1 にその一部を示します)や「東京都震度階級」(東京都が作成した

震度階級に対応した細かな被害の様相や被害率を想定した資料。現在の震度階級になって
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から使用されることは少なくなりましたが、まだまだ利用価値の高い資料といえます)は、

状況付与シナリオを作成する場合には大いに参考になると思います。 

次回は、ア～ウの方法による状況付与シナリオの作成手順を解説します。 
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